
防災に興味を持ってもらうための

プロモーションについて
～吹田市地域防災総合訓練を題材として～

吹田市 総務部危機管理室

資料３



危機管理室が目指していること

災害への備えを「自分ごと」として考える市民を増やしたい

防災に興味を持つ 防災イベント・訓練に
参加する

家庭や地域で災害への
備えを実践する

特にこれからの時代を担う “子育て世帯” をターゲットに



毎年秋季（今年度は11月21日(土)）に実施。

・消防や災害時応援協定を締結している

機関による魅せる訓練

・様々な体験・学びが得られる展示・体験ブース

協定機関との信頼関係を築く場

住民が防災に触れるきっかけ

（救助・トリアージ・災害救助犬・消火など…）

（防災アトラクション・車両展示・スタンプラリーなど…）

地域防災総合訓練とは（通称「トライアル」）

R8年度は “子育て世帯” を重点的なターゲットに



トライアル：参加者数（今回達成したいゴール）
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夏季⇒秋季へ変更

特に目指す姿

課題

※年代別参加者数はカウントできていない。

⇒アンケートの周知強化予定

“子育て世代” の参加増
（主に未就学児～小学校低学年の保護者）

これまで参加してこなかった層に、
どうやったら参加してもらえるか

訓練参加をきっかけに
「防災って意外と身近」
「家でも少し備えてみよう」

と思ってもらう



トライアル：これまでの情報発信・啓発手段

事前に各小学校、公民館等の公共施設、
自治会等の地域団体、連携機関へ配布

都度更新。
防災アトラクションの事前申込にも活用。
実働訓練の様子の中継が見られる
YouTubeリンクも掲載。

・防災出前講座で周知
（自治会・小学生・大学生など）
・その他地域の啓発イベントで周知
★直接伝える機会★

（例）イオンへ配架、大学での掲示

チラシ HP
啓発

SNS

・LINE
訓練事前周知
当日のオープンチャット

・X(旧Twitter)
訓練事前周知

・Instagram
R8に開設！
訓練準備過程の発信を検討。

市報

裏表紙に掲載
※写真はR7年度



課題：防災に関心の薄い人へ、どう届けるか

情報を探している人には
届いている

そもそも「防災情報を探していない人」
に興味を持ってもらうには？

特に、ターゲットである“子育て世代”
へのアプローチ方法を模索中



新たな取組：Instagramによる情報発信

防災に関心を持ってもらうための手段の一つとして試行中。

R8.6 アカウント開設（現在フォロワー：約220名）

庁内連携：シティプロモーション推進室・消防本部 等

イベント活用：訓練や関連イベントでフォロー促進

投稿内容(予定)：訓練・啓発情報、防災豆知識 等



これまでの投稿内容
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皆様に御助言いただきたいこと

防災にこれまで関心の薄かった市民に興味を持ってもらい、
地域防災総合訓練（トライアル）への参加につなげるためには、

どのようなアプローチが考えられるでしょうか？

発信内容
（伝え方）

発信手段
（媒体）

連携先
見せ方

（魅力の伝え方）
参加したくなる
仕掛け・工夫

御助言いただきたい視点（例）

幅広い視点から御意見をいただきたいです！
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